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（ii）解説授業の概要：三平方の定理の主張、直角三角形の直角をはさむ 2 辺の長さを a, b とし、斜辺
の長さを c とすると、関係式 a2 + b2 = c2 が成り立つことを確認し、具体的な直角三角形の辺 a = 5 3 , 
b = 6, c = 10 のときにこの関係式が成り立つことを計算で確かめて見せる。一般の長さ a, b, c のときに











となることを視覚的に理解する作品である。図 3（左）の立体の体積は、小さな 1 ブロックの体積を 1 と
すれば上の式の右辺における n = 6 の場合、即ち、 である。図 3（左）の立体を 6つ組み立てると、




 　【教師役 A の場合】一辺の長さ 1の正六面体を考え、n = 3 のとき、 は図 4（左）
に示したような公式を表現する立体の体積が等しいことを説明する。この立体が 3つ合わせたものをい
くつかの方向からどのように見えるのかを説明していくことで、立体を 6 つ合わせたときに、体積が 
3（3 + 1）（2×3 + 1）の直方体ができることを理解させる。このことを式で表すと目的の公式が得られる
ことを説明する。
 　【教師役 B の場合】導入部分では板書を用いた説明を行い（図 4（右））、展開部分で数学教具の写真




































(1) 三平方の定理 (2) 自然数の２乗和の公式 (3) 缶の詰め込み 
平均 SD 
教師役 A 教師役 B 
平均 SD 
平均 SD 平均 SD 
1 0.88 1.17 1.00 0.45 1.09 1.16 1.36 0.88 
2 0.75 0.97 0.30 1.35 1.18 0.94 1.27 0.96 
3 0.88 1.27 0.40 1.02 1.36 0.98 1.27 0.96 
4 1.25 0.43 0.90 0.83 1.27 1.14 1.36 0.88 
5 1.00 1.00 0.80 0.60 1.09 1.16 1.64 0.48 
6 1.25 0.66 0.90 0.83 1.00 1.04 0.91 1.24 
7 1.25 0.43 0.90 0.83 1.18 0.94 1.18 0.83 
8 1.25 0.66 1.10 0.54 1.18 0.94 1.00 1.04 



























な説明は行われず、恒等式 k3-（k-1）3 = 3k2-3k + 1 を利用して公式が成り立つことを証明する。実際、こ









て、k4-（k-1）4 に関する恒等式 k4-（k-1）4 = 4k3-6k2 + 4k-1 を利用できないかと検討することは指導しや
すい。一方、幾何学的に証明できる方法を考えることは難しいことが予想される。実際、3 乗和の公式を
幾何学的に考えようとすると、右辺が n に関して 4 次式となっているので、4 次元の量を数学教具として
表現することが推測される。
模擬授業では、実際の教具を持ち込むことはできなかったため教師役の 2人は 6つの立体から直方体が
組み立てられることの説明に工夫を凝らしていた。教師役 A では 6 つの立体を組み立てた状況をイメー
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